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共立女子短期大学生活科学科紀要　第60号　（2017）
Ⅰ．はじめに
　インテリア CAD 研究会（以後研究会と略
称）は2002年に発足し，共立女子短期大学生活
科学科を含む複数の短期大学を認証校として
インテリア CAD認定制度を運営し，2002年度
から認証校に学ぶ数多くの学生にインテリア
CAD初級・中級・上級を認定してきた。この
制度は2012年度をもって終了したが，この間の
11年の活動をまとめて報告し，今後の教育活動
に資するものとしたい。
　また，研究会の活動，および，認定制度の
運営には生活科学科が主要な役割を果たした
が，それには前段階として，生活科学科にお
ける CAD教育の充実があったことが見逃せな
い。従って，本稿ではまず生活科学科における
CAD教育を概観し（Ⅱ），次いで，研究会の目
的・活動（Ⅲ），研究活動（Ⅳ），認証校（Ⅴ），
認定制度（Ⅵ）インテリア CADの普及（Ⅶ），
結び（Ⅷ）の順に報告した。また，研究会と日
本インテリア学会との関係にも言及する必要が
あると考え，最後に付として触れた。規則，表，
認定作品例などは資料１～10として末尾にまと
めて載せた。
Ⅱ．生活科学科におけるCAD教育
　生活科学科では1989年度より卒業研究生を対
象に CAD教育を導入し，1991年度からは情報
処理演習室が整備され，卒業研究生以外の多く
の学生にも演習授業の形で CAD教育が開始さ
れた。
　CAD教育導入の目的はあくまで住空間，住
環境に対する学生の理解を助けるための手段で
ある。学生が自ら住空間，住環境の構築を試み
ようとした時に，従来の手描きによる表現方法
では，表現技術の習得だけでかなりの時間を要
するのに比べ，CADの導入により比較的短時
間で正確な図面を作成することが出来るように
なった。
　これらの CAD教育を通じて得られた知見は，
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本学の教員，助手，非常勤講師によって，1995
～98年に以下のように発表されている。
１．坊野容子，山森芳郎，岡田悟，前野未知
「教育用 CAD システム部品の開発研究」
共立女子短期大学生活科学科紀要第38号，
pp. 103～121，1995.2
２．前野未知，岡田悟，山森芳郎，坊野容子
「教育用３次元 CADソフトの特性と利用方
法に関する研究」共立女子短期大学生活科学
科紀要第39号，pp. 31～37，1996.2
３．岡田悟，前野未知「家政・生活系女子短期
大学の住居教育における CAD利用例」日本
教育工学会研究報告集 JET97-5，pp. 13～18，
1997.10
４．前野未知，岡田悟，山森芳郎，宮本美弥子
「教育用４次元 CADソフトの利用方法に関
する研究」共立女子短期大学生活科学科紀要
第41号，pp. 29～33，1998.2
５．岡田悟，鈴木規生，岩坪容子，前野未知
「共立女子短期大学生活科学科におけるCAD
教育システムの最適化について」共立女子大
学総合文化研究所年報第４号別冊，pp. 87～
95，1998.6
６．宮本美弥子，山森芳郎，岡田悟，前野未知
「簡易画像処理ソフトを使った環境デザイン
教育プログラムの開発」共立女子短期大学生
活科学科紀要第42号，pp. 147～151，1999.2
７．岡田悟，前野未知，鈴木規生「CAD情報
の理解とそれによるコミュニケーションに
ついて―家政・生活系女子短期大学の住居
教育における CAD 利用を例に―」共立女
子大学総合文化研究所年報第５号，pp. 1～7，
1999.3
　これらの内，１，２，４，６は教育手法に関す
るものである。１では教育用の部品システムを
開発，実用化することによって学生の設計の
幅を広め，空間理解を深めた。２では複数の
CADを学生の利用という視点から検討し，３
次元表現の学習の可能性を指摘した。４では２
を発展させ，時間軸に沿ったデータを扱うこと
ができる４次元 CADソフトを教育に利用する
可能性について検討した。６では CADを含む
画像を処理するソフトを教育に応用する方法に
ついて検討した。
　これに対し，３，５，７は上記４編の内容を，
本学科以外の共立女子大学短期大学全体，また，
関連する学会という場で発表したものである。
　一方，その後のインテリア CAD認定制度に
類するものも，試験的に生活科学科の授業で行
っていた。それは，生活科学科の教員が組織
する一ツ橋 CAD教育研究会が認定，発行する
CAD技能実力認定証で，資料１にそのサンプ
ルを示した。当時の資料があまり残されていな
いので正確な内容は不明であるが，資料１から
は，1997年には行われていたこと，中級とあり
級分けされていたこと等が知られる。また，認
定証には「CAD技能教育課程を優秀な成績で
終了し」と記して，授業の内容を十分に学習し
技能を身につけたことの証明であることを明記
している。
　CAD操作を行う演習授業では，授業がすべ
て終了した時点で学生にこの認定証について説
明し，希望者には追加課題を与えてその作品を
認定証に載せ，卒業研究では最終作品を載せて
いた。
　この認定証は教員による極めて私的なもので，
幼稚園で児童の作品に先生が花丸を書いてあげ
る程度の効力しか持たなかったが，このような
認定制度の必要性が早い時期から現場の教員に
は認識されていたことを示すものと言って良か
ろう。
Ⅲ．インテリアCAD研究会の目的・活動
Ⅲ-1　目的
　2002年11月15日に共立女子短期大学で開かれ
た第１回インテリア CAD研究会総会で研究会
規則（資料２）が採択された。その第１条には
会の目的が「インテリア分野における CADの
重要性，将来性を認識する会員の非営利活動に
よって，よりよいインテリア CADのあり方を
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研究し普及させること」と述べられている。
　この研究会が発足する契機として，1998年
に発足した I. I. I. インテリア・インターンシッ
プ・インコーポレーション（I. I. I.）が挙げら
れる。I. I. I. の活動についてはすでに述べた注１）
が，I. I. I. と研究会とでは，内容面ではインタ
ーンシップと CADという相違があるものの，
共にインテリア分野に属する複数の学校が協
働することにより効果が高まる，という共通
点がある。2002年にはすでに軌道に乗っていた
I. I. I. の活動で得られた手応えが，研究会発足
を後押ししたと言える。
Ⅲ-2　活動
　続く研究会規則第２条には会の活動内容が
1） 　インテリア CAD，および，その資格制度
に関する研究
2） 　インテリアCADの普及
3） 　インテリア CAD認定制度の実施，作品の
表彰
4） 　その他，第１条の目的に必要な活動
と挙げられている。
　これらの活動を支える会員の入会資格は問わ
ないこととし（第３条），会員数は2012年の制
度終了時点で18名であり，内訳は教員10名，旧
教員４名，設計事務所主宰４名であった。会員
による総会で代表，副代表，幹事，運営委員を
決め（第４条），運営委員会が実質的に第２条
に挙げる活動を担当する方式であった（第９
条）。2012年時点で運営委員会は８名であった。
Ⅳ．研究活動
　Ⅲ-2 で挙げた研究会の活動内容４項目の
中で本稿の中心となるのは３）のインテリア
CAD認定制度であるが，その前に認定制度の
論理的な裏付けとなる１）の研究活動，および，
研究成果の発表について触れ，併せて，その成
果がどのようにインテリア CAD認定制度に反
映されたかを記しておきたい。
　研究成果は研究会メンバーによって以下のよ
うに発表されている。
１．岡田悟「インテリア分野における CAD資
格・認定制度の開発について」（日本インテ
リア学会第16回大会研究発表梗概集，pp. 95
～96，2004.10）
２．川島平七郎，岡田悟「同（その２）インテ
リア分野における CAD資格・認定制度の特
質」（同第17回大会研究発表梗概集，pp. 45
～46，2005.10））
３．河村容治，川島平七郎，岡田悟「同（その
３）インテリア分野における CAD資格・認
定制度の運用」（同第18回大会研究発表梗概
集，pp. 73～74，2006.10）
４．稲田深智子，川島平七郎，岡田悟「同（そ
の４）インテリア CAD 認定制度の現状」
（同第19回大会研究発表梗概集，pp. 69～70，
2007.10）
　１では，教育方法，資格の現状，取得時期の
３つの観点からインテリア分野におけるCAD
の資格・認定制度を検討した。それぞれの検討
から
1） 　CADスキルをまず身につけることにより
資格・認定を与えて実社会の要請に応えるこ
とができるようにし，CADによる図面作成
を通じてインテリアというコンテンツへの理
解を深める方法があり得る
2） 　インテリア表現の特質を活かした資格・認
定制度が少ない
3） 　在学中に取得できる CADの資格・認定制
度の必要性が高い
の３点を指摘し，１～２年の在学期間内に
CADスキルを修得しつつインテリアの基礎を
学習しインテリア表現に適した基準に基づく資
格・認定を在学中に得られることが望まれるこ
とを示した。この望みを実現すべく，研究会が
スタートさせたのがインテリア CAD認定制度
である。
　２では既存の CAD資格・認定制度資格・認
定を受ける際に問われる出題分野，審査方法が
持つ問題点を検討し，
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1） 　出題分野では，インテリア分野の CAD表
現に適した内容を持つものが必要とされる
2） 　審査方法では，筆記試験と実技試験との組
み合わせによる方法以外に，学校教育プログ
ラムと連動させる形でインテリアに関連する
知識・技能の修得を保証する方法があり得る
の２点を指摘した。２）の学校教育プログラム
と連動させる形が，研究会がスタートさせたイ
ンテリア CAD認定制度が持つ特徴の一つであ
る。　
　３では資格・認定制度を実際に運用する組織
や運営方法に関して，既存の CAD資格・認定
制度資格が持つ問題点を検討し
1） 　運営主体は法人，企業，任意団体に分けら
れるが，いずれの主体でも制度の運用は可能
である
2） 　試験方法では，従来の方法に加え，WBT
方式や実施団体と受験者との間に教育機関を
介在させる方法などが考えられる
の２点を指摘した。研究会は任意団体であり，
教育機関に属するメンバーが運営に携わってい
るのでその特徴を活かした試験方法を実施し得
る。
　４は，インテリア CAD認定制度がスタート
して５年目という区切りの時点での状況を報告
し，成果や問題点を検討したものである。
Ⅴ．認 証 校
　インテリア CAD認定制度では，Ⅳに示した
研究成果を基礎とした特徴を活かして，各学校
で使用しているソフト，機器を使って学習，作
品制作を行いながら，ソフト，機器の違いを超
えた学習基準，操作基準，作品基準を研究会で
作成し，各参加校に適用した。学生は在学中の
学習をそのまま活かすことができて負担が少な
く，また，教育する側からも個々の学生に十分
目が届く状況下で認定を受けさせることができ
る利点がある。
　この制度では，認定制度の適用を受ける基準
を満たした学校を認証校とし，認証校の学生で
基準を満たした学生に対しインテリア CAD初
級・中級・上級を認定するという方法を採って
いる。
Ⅴ-1　認証校の条件
　認証校は大学，短大，専修学校，各種学校に
設けられた，以下の条件をすべて満たす学科，
専攻，コース等とした。
1） 　学生１人当りコンピュータ１台の演習室環
境で，CADソフトを主に使ってインテリア
作図を行う授業時間90分の演習を，通年で行
う科目を少なくとも１科目，もしくは，半期
で行う科目を少なくとも２科目設置している
（選択科目でも可）。
2） 　インテリア・住居・建築に関する科目を10
単位以上設置し，この他，コンピュータシス
テムやネットワーク利用に関する内容を教え
ている（選択科目でも可）。
3） 　上記インテリア作図を行う演習，インテリ
ア・住居・建築に関する科目の内，少なくと
も１つ（同一科目名で複数のクラスが存在す
る場合はその内の１つ）を専任の教員が担当
し，その教員が研究会会員である。
Ⅴ-2　認証校の変遷
　認証校は以下の４校を数える。
①　共立女子短期大学生活科学科 
② 　東横学園女子短期大学ライフデザイン学科
　　（創設～2008年度）
③　 相模女子大学短期大学部生活デザイン学科
　　（2003年度～2009年度）
④ 　共栄学園短期大学住居学科
　　（2005年度～2008年度）
　年度の記載がない学校は創設時から終了時ま
で継続して参加校である。いずれも短期大学で
ある。当初①②の２校でスタートし，③④が順
次参加して４校となったものの，2008～2009年
度に３校が相次いで辞退し，2010年度以降は共
立のみが認証校であった。なお，参加期間中に
学校名，学部・学科名等に変更がある場合は，
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最終の名称を記した。
　共立女子短期大学生活科学科の場合，認証校
の条件１）に該当する科目は，2012年度カリキ
ュラムの科目では
　　インテリアCAD基礎演習（４単位）
　　インテリアCAD応用演習（４単位）
が該当し，前者の終了時に初級が，後者の終了
時に中級が取得できるよう，学習プログラムが
作られている。上級は卒業研究・卒業制作（４
単位）で，上記２科目の演習授業より高度な
CADソフトを使用して作品を作成した場合に
申請している。
　認証校の条件２）に該当する科目は，2012年
度カリキュラムの科目では
　　住生活論（２単位）
　　快適住環境論（２単位）
　　インテリア構成論（２単位）
　　インテリア製図演習Ⅰ（２単位）
　　生活デサイン演習（４単位）
　　インテリア設計演習（４単位）
　　インテリア製図演習Ⅱ（４単位）
の７科目20単位分が該当する。
　認証校の条件３）の専任教員である研究会会
員は設立から終了まで岡田が勤めた。
　認証校を希望する学校から申請が出された場
合は，運営委員会で選出された認証校審査委員
（資料２研究会規則第９条）が審査し，運営委
員会で承認する。
Ⅵ．認定制度
Ⅵ-1　認定基準
　インテリア CAD認証校の当該学科，専攻，
コースに属する学生で以下の初級，中級，上級
の認定基準に到達した学生に対し認定証を交付
する。
1）　初級
　 　コンピュータについての基本的な知識，お
よび，CADの基本的な操作方法を理解し，
かつ，１部屋のインテリアの空間を，平面図，
断面図（もしくは展開図），単面投象（斜
投象，軸測投象，透視投象のいずれか）で
CAD表現でき，エレメントの表現（家具の
仕様及び寸法，仕上表）ができる。
2）　中級
　 　インテリア・住居・建築に関する科目を４
単位以上取得し，かつ，独立住宅１棟，もし
くは，集合住宅の１住戸のインテリアの空間，
および，エレメントを，その内容を理解しな
がら，平面図，断面図（もしくは展開図，単
面投象図）で CAD表現できる。ただし，展
開図の場合は公室，主寝室を含む２室以上と
し，単面投象の場合は高さ関係の寸法が表示
された展開図もしくは断面図１面以上を付け
る。
3）　上級
　 　住宅１棟について３次元インテリアデータ
を作成し，任意の視点からの透視図，もしく
は，時間軸に沿って視点を任意に移動させて
得られる動画を，色彩，質感，照明等をも加
えて作成することができ，かつ，インテリ
ア・住居・建築に関する科目を10単位以上取
得し，コンピュータシステムやネットワーク
を利用してデータ授受を行う能力をも有して
いる。
　これらの要件を満たす具体的な操作認定基
準，表現基準を資料３，４に載せた。また，初
級，中級，上級の作品例を資料５，６，７に載せ
た。
Ⅵ-2　認定証
　認定審査は毎年２月中旬に行われ，認証校か
ら認定を希望する学生の作品が提出され，運営
委員会で選出された認定証審査委員（資料２研
究会規則第９条）が審査し，運営委員会で承認
する。
　認定証は，表に氏名，生年月日，認証校，認
定日を記し，写真を添付し，認証校の条件（Ⅴ
-1），認定基準（Ⅵ-1）を記して，この制度を
知らない人にも認定条件が理解できるようにし
た。また，裏には取得した級ごとに，科目名，
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授業時間と半期，通年の別，担当教員名，学習
内容を記し，授業で作成した最終作品を縮小
して載せた。これにより，どのような授業で
CADを学習しどのような作品まで作成する力
をつけたかが分かり，就職面接の時などに採用
側に CADを使ったことがある人がいれば即座
に CAD能力を把握できる。同時に，こうした
認定証の書式は，この認定が持つ学習証明とし
ての性格を端的に表している。
Ⅵ-3　認定学生数
　資料８に，年度別インテリア CAD認定数を
初級，中級，上級の別に，また，認証校別に示
した。認定数は各級合わせて計1,111件に達し，
年度別では初年度に当たる2002年度の186件が
最高である。
　しかし，各校では各学生が初級→中級→上級
の順に認定を得るような，即ち，共立の場合
では１年次通年のインテリア CAD基礎演習を
修了した段階で初級認定を申請し，インテリ
ア CAD基礎演習を修了した学生だけが２年次
通年のインテリア CAD応用演習を受講するこ
とができてこれを修了した段階で中級認定を申
請し，インテリア CAD基礎演習を修了しイン
テリア CAD応用演習を受講する学生だけが２
年次通年の卒業研究・卒業制作で CAD作品を
作成することができこれを基に上級認定を申請
する，というシステムを採っているため，初級，
中級，上級の内いずれか１つでも認定を受けた
学生の実人数は初級認定件数に等しい820名と
なる。認証校別では，最初から最後まで認証
校であり続けた共立が認定数1,111件の内766件，
実人数820名の内534名と約３分の２を占める。
Ⅶ．インテリアCADの普及
　Ⅲ-2 に挙げた研究会の活動内容には，イン
テリア CAD の普及という項目が含まれてい
る。まず，認定制度スタート時に日経産業新聞
（2003.4.14）に記事として採り上げられ（資料
９），ほぼ同時期に『室内』注２）にも簡単に報じ
られ，とりあえず着目してくれるメディアが存
在した。
　認証校はいずれも家政・生活系の女子短大で，
一般に，こうした学校の卒業生が CADの学習
を重ねてかなりのスキルを有しているとは認識
されていないのが現状である。そうした認識の
改善を目指して，「こんな所に CADができる
人材が」と題して建築士事務所の業界誌に発表
した注３）（資料10）。
　女子教育の中で CAD教育を行おうという発
想は，なにも学校だけに限ったものではない。
女子刑務所でも受刑者に CAD教育を行い，出
所後の就職に役立て，ひいては社会復帰を後押
ししようとしていた。CADの普及という点で
は喜ばしいが，その反面，認証校卒業生と出所
者とが，就職戦線で CAD技能の優劣を巡って
競争するという事態も生じかねず，さらなる対
応が必要となる。
　この点については「刑務所と私」注４）の中で，
生活科学科に女子刑務所 CAD指導者養成コー
スを設置し，安定性故人気抜群の国家公務員で
ある刑務所職員を目指す学生を集めよう，とい
う案を示した。
Ⅷ．結　　び
　インテリア CADの普及（Ⅶ）について述べ
たが，現実には広く普及するには至らず，認証
校の数も４校をピークに増加することはなく，
この制度は終焉を迎えた。その原因として，こ
の制度が，建築系の４年制大学のように学生自
身が自分の表現に最適な CADソフトを選んで
使いこなせるレベルと，高校で情報の授業を受
けてワード，エクセルといった汎用ソフトを使
えるレベルとの間に位置する，言うなれば隙間
産業的な性格であったため，参加校が短大に限
られ，しかも，短大受験者の減少を受けて短大
を４年制大学に改組する流れの中で，認証校数
の減少に歯止めを掛けることができなかったこ
とが挙げられよう。
　しかしながら，学校の授業での作成した作品
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がそのまま認定対象となる点など，この制度の
持つ様々な特徴は，今後の CAD教育にいくつ
かのヒントを与える可能性が指摘できよう。
付： インテリアCAD研究会と日本インテリア
学会
　1989年に発足し，会員数約400名の日本イン
テリア学会がある。インテリア学会には研究部
会として，歴史部会，デザイン部会，計画・構
法部会，人間工学部会，住宅部会の６部会が設
けられ，それぞれの分野で研究活動が行われて
いたが，2002年度から新たに CAD部会が発足
してこれらに加わった。
　CAD 部会内には，さらにインテリア CAD
資格ＷＧとインテリア製図法ＷＧが設けられ
た。前者ではインテリア CAD資格制度をイン
テリア学会が制定・運営する可能性が検討され
た。学会が運営する資格制度は前例がなく，画
期的な活動として注目されたが，前例がない
が故に反対意見も多く，2002年秋には資格制
度は部会から切り離され，名称もインテリア
CAD表現手法ＷＧと改称された。これを受け
て，2002年11月にインテリア CAD研究会が発
足し，CAD部会メンバーの多くがそのままイ
ンテリアCAD研究会員となった。
　ところで，建築分野には JIS に建築製図通則
があり，建築図面の表現法の統一を図っていた。
しかし，インテリア図面にはこうした規則がな
かった。インテリア製図法ＷＧはインテリア製
図の標準化を研究テーマとするもので，しかも，
製図自体はほとんど CADで行われているのが
実情であった。
　インテリア製図法WGの研究成果を基に，
2014年に日本インテリア学会は「インテリア製
図通則・同解説」を刊行した。この内容には，
製図が CADで行われる時代になっていること
が色濃く反映されている。2002年以降インテリ
ア CAD認定制度を実施しながら CAD教育の
現場で操作（資料３）や表現（資料４）といっ
た視点から CAD作品の審査を行ってきた研究
会の経験や蓄積が，学会では CAD部会として
製図通則の作成に活かされたことが指摘できる。
謝　　辞
　本稿をまとめるに当り，研究会会員の協力を
得た。また，図版の編集には本学科前原真由美
助手の協力を得た。付記して謝意を表したい。
注
1）　岡田悟「インテリア・インターンシップ
研修15年の歩み」共立女子短期大学生活科
学科紀要第57号，pp. 37～48，2014.2
2）　『室内』2003年６月号，工作社，p. 158
3）　『Argus-eye』（社）日本建築士事務所協
会連合会誌，第42巻第２号，p. 12，2004.2
4）　岡田悟「刑務所と私」共立女子大学総合
文化研究所『文學藝術』第33号，pp. 1～13，
2010.2
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資料3　インテリアCAD操作認定基準
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資料4　インテリアCAD表現基準
インテリアCAD表現基準
?
認定基準 共通事項・必要条件 要求図 表現内容 備考
??
〇コンピュータにつ
いての基本的な知識，
CAD の基本的な操
作方法を理解
〇１部屋のインテリ
ア空間およびエレメ
ントの表現
内容 ：総合的な構成ができている図面
相互の齟齬がない
　　一斉授業による同一内容は不可
エレ メント：家具，建具，ウィンドト
リートメント，照明器具，住宅設
備（浴槽，厨房機器，空調機器な
ど）を指す。家具は３点以上を配
置
開口 部：出入口１カ所以上，窓１カ所
以上を表現
表現 ：インテリア製図法として正しい
　　レイヤの使い分けが適切
　　 平面図，展開図は内法寸法を記入
（少なくとも２方向），壁芯々寸法
の場合は壁圧を明記
　　線の太さは３段階の区別
　　細線：寸法線，中線：輪郭線，
　　太線：断面線
　　 タイトル，図面名，縮尺，日付，
制作者名を記入
　　 主要な可動式家具の輪郭線を一点
鎖線または実線で表現
　　 壁に沿って配置される家具は壁線
と離して表現
　　補助線は消去
提出 体裁：Ａ３で３枚以内，ダイレク
トプリント
完成 度：90％以上合格（80％以上条件
付合格）
平面図 縮尺 1／50
開口部寸法記入（位置，
サイズ）
展開案内記入
方位の必須としない
室名，押入等の名称を記
入
収納，押入を一点鎖線ま
たは実線の×，／で表現
床仕上を表現
室概要または
計画意図を表
現
扉は開いた状
態で描く
（JW使用の場
合を除く）
展開図 縮尺 1／50，２面以上
図面名を記入
建具の姿図に高さ寸法
（腰壁，垂れ壁の場合も）
を記入
開き戸の吊り元を一点鎖
線または実線で表現
左右両端はインテリアを
確立する輪郭線まで表現
造り付け家具を表現
または断面図
立体図 透視図，アクソノメトリ
ック図，アイソメトリッ
ク図のいずれか
仕上表 床，壁，天井 幅木，廻縁
エレメント
リスト
（家具）
仕様，寸法，仕上
??
〇インテリア・住
居・建築に関する科
目４単位以上取得
〇独立住宅の１棟ま
たは集合住宅の１住
戸のインテリア空間
およびエレメントの
表現
内容 ：計画として破綻がなく，計画意
図（400字程度）記入
表現：初級に準じる
提出 体裁：Ａ３で４枚以内，ダイレク
トプリント
平面図 縮尺 1／50または 1／100
展開図 公室，主寝室を含む２室
以上，それぞれ２面以上
または断面図
高さ寸法記入
立体図 住宅全体を表現する
透視図，アクソノメトリ
ック図，アイソメトリッ
ク図のいずれか
エレメント
リスト
公室，主寝室を含む２室
以上
??
〇インテリア・住
居・建築に関する科
目10単位以上取得
〇コンピュータシス
テムやネットワーク
を利用してデータの
授受ができる
〇独立住宅の１棟ま
たは集合住宅の１住
戸のインテリア空間
およびエレメントの
３Dデータの作成と
色彩・質感・証明効
果を表現
内容 ：意図が的確に表現された計画で
あること
　　 仕上表に明記された仕上と立体図
の質感表現に食い違いがないこと
　　 計画意図，建物概要（400字程
度）を記入，別紙でも可
表現 ：概略の寸法を平面図，断面図等
で表現
提出 体裁：Ａ１パネル１枚程度にまと
める
　　 ダイレクトプリントによるタイリ
ング（貼合わせ）は可，例えばＡ
３×４枚でＡ１にする
立体図 主要な部屋の立体図と全
体鳥瞰図
色彩・質感・照明効果を
表現
概略平面図 概略寸法，方位を記入 透視図の視点
（展開図） 主要な部屋の高さ寸法を
記入
または断面図
必須ではない
（仕上表） 全室
（エレメン
トリスト）
主要な部屋の主要なエレ
メント
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資料9　日経産業新聞記事　2003年４月14日
共立女子短期大学生活科学科紀要　第60号　（2017）
― 44―
資料10　『Argus-eye』記事　2004年２月
